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1. 電気自動車（ＢＥＶ）

2. 燃料電池車（ＦＣＶ）
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3. プラグインハイブリッド車

4. まとめ



１．電気自動車（ＢＥＶ）

4



ＢＥＶ・ＨＥＶ保有台数の推移
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BEV保有台数の推移

6,000

7,000

8,000

9,000

10,000
（台）（台）

原付（２輪）原付（２輪）
6,8486,848

原付（４輪）原付（４輪）
2,0682,068

7,7007,700

5,6005,600

4,7004,700

8,5008,500

9,9009,900
9,4419,441

6

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

1995 1996 1997 1998 1999 2000 2001 2002 2003 2004 2005 2006
（年度末）（年度末）

4,7004,700
3,8003,800

2,6002,600

525525

乗用車乗用車 246246

その他その他 1414

軽乗用車軽乗用車 9393

軽商用車軽商用車 155155

貨物車貨物車 1717



BEVの例（1990年代半ば以降）
製造会社名
車 名

トヨタ自動車
ＲＡＶ４ＬＶ ＥＶ

日産自動車
ルネッサＥＶ

本田技研工業
ＥＶ ＰＬＵＳ

外観写真

全長×全幅
×全高（m）

3.980×1.695
×1.675

4.770×1.765
×1.680

4.045×1.750
×1.630

車両重量（㎏） １，５４０ １，７３０ １，６２０
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乗車人員（名） ５ ５ ４

最高速度（㎞／ｈ） １２５ １２０ １３０以上

一充電走行距離（㎞） ２１５ ２３０ ２２０

電動機種類 永久磁石式同期型 永久磁石式同期型 永久磁石式同期型

電動機最大出力 ５０kW ６２kW （連続） ４９kW

電池種類 ニッケル・水素 リチウムイオン ニッケル・水素

電池容量（Ah） ９５（5HR) ９４（3HR) ９５（5HR)

総電圧（V） ２８８ ３４５ ２８８

価 格 495万円
27万円／月
（3年リース）

26.5万円／月
（3年リース）



二人乗りBEV（1990年代末）

項目
Ｈｙｐｅｒｍｉｎｉ

日産
ｅ－ｃｏｍ

トヨタ
シティパル

ホンダ

外観写真

全 長 ２，５００ｍｍ ２，７９０ｍｍ ３，２１０ｍｍ
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全 幅 １，４７５ｍｍ １，４７５ｍｍ １，６４５ｍｍ

全 高 １，５５０ｍｍ １，６０５ｍｍ １，６４５ｍｍ

定 員 ２ ２ ２

モータ 交流同期式 交流同期式 交流同期式

電 池 リチウムイオン電池 ニッケル水素電池 ニッケル水素電池

充 電 ２００Ｖインダクティブ
１００Ｖインダクティブ
２００Ｖコンダクティブ

２００Ｖインダクティブ

航続距離 １１５ｋｍ 約１００ｋｍ １３０ｋｍ

最高速度 １００ｋｍ／ｈ － １１０ｋｍ／ｈ

価格 350万円（充電器を含む） － －



車種

（社名）
エブリデーコムス
（トヨタ車体：旧アラコ）

MC-1 EV

（光岡自動車）

CONVOY88

(光岡自動車）

外観

写真

１人乗りBEVの例（現在）

乗車定員 １人 １人 １人

モーター
交流同期

（インホイール）
直流直巻 直流直巻

電池 鉛 鉛 リチウムイオン

航続

距離

８０ｋｍ

（ 30km/h定地 )

６０ｋｍ

（30km/h定地 ）

１０２ｋｍ

（ 30km/h定地 )

最高

速度
５０ km/h ６０ km/h －
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車種

（社名）

エレクシード

（ゼロスポーツ）

REVA

（タケオカ）

パッソル

（ヤマハ）

外観

写真

１・２人乗りBEVの例（現在）

乗車定員 １人 ２人 １人

モーター 直流直巻 交流同期

電池 鉛 鉛 リチウムイオン

航続

距離

７０ｋｍ

（ 30km/h定地 )
８０ｋｍ

３２ｋｍ

（ 30km/h定地 )

最高

速度
６０ km/h ６５ｋｍ/ｈ ３０ km/h
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BEVに対する新たな機運

製造会社名 三菱自動車 富士重工業

車名 i MiEV R1e

写真

大手自動車メーカが電気自動車の開発を再開
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乗車人員 4人 2人

全長×全幅×全高 3,395*1,475*1,600 3,285*1,475*1,510

最高速度 130km/h 100km/h

走行距離 160km 80km

モータ種類
永久磁石同期型

４７ｋW
４０ｋW

電池
ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ
16kWh

ﾘﾁｳﾑｲｵﾝ
9.2kWh



２．燃料電池車（ＦＣＶ）

12



ＪＨＦＣ実証試験参加車両等

トヨタFCHV 日産X-TRAIL
FCV

ホンダFCX

ダイムラー・クライスラーF-Cell GM HydroGen３ トヨタ/日野 FCHV-BUS

スズキ MRwagon-FCV マツダ RX-８ Hydrogen RE※

※ 平成18年度新規参加（水素内燃機関自動車）

※※ 平成18年度新規参加（小型移動体）

クリモト FCカート、FC車いす※※
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有明水素ステーション
(オフサイト、液体水素)

川崎水素ステーション
(メタノール改質)

相模原水素ステーション
(アルカリ水電解)

横浜・旭水素ステーション
(ナフサ改質)

千住水素ステーション
(LPG改質・都市ガス改質)

霞ヶ関水素ステーション
(オフサイト、移動式)

船橋水素ステーション
(都市ガス改質、移動式)

横浜・鶴見水素ステーション
(オフサイト)

東京都

神奈川県

ＪＨＦＣ実証水素ステーション

市原水素ステーション
(JHFC協賛ステーション)

瀬戸
愛知県

セントレア水素ステーション
（都市ガス改質）

液体水素製造設備

横浜・大黒水素ステーション
(脱硫ガソリン改質)

大阪水素ステーション
（都市ガス改質）

関西空港水素ステーション
（オフサイト）

千葉県

大阪府

(JHFC協賛ステーション)

（灯油改質）
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各社のＦＣＶ

430(LA4)1502728086Honda FCX

370以上1502809090Nissan X-TRAIL FCV
05年モデル

330(10.15)1552609090Toyota FCHV

航続距離
(km)

最高速度
(km/h)

モーター
最大トルク

(Nm)

モーター
最大出力

(kW)

燃料電池
最大出力

(kW)

－80260 X 280 X 290 X 2Toyota/Hino FCHV-
BUS

1301101303850Suzuki MRwagon-FCV

1501402106568Mitsubishi FCV

40016021560129GM HydroGen3

1501402106568.5DaimlerChrysler F-Cell

430(LA4)1502728086Honda FCX
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ホンダ ＦＣスタック性能

16



Well to Wheel総合効率

単位：MJ/km車両種類
1km走行当り一次エネルギ投入量（１０・１５モード）

ＦＣＶ現状

ＦＣＶ将来

ガソリン

ガソリンHV

０ 1 2 3

出典：JHFC

FCV現状：「水素ステーション」「FCHV」データはJHFC実証結果トップ値、
その他データは文献トップ値により算出

FCV将来：FCHVの将来効率60％と文献トップ値により算出 電力構成 ：日本の平均電源構成日本の平均電源構成

ガソリンHV

ディーゼル

ディーゼルHV

ＣＮＧ

ＢＥＶ
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車両種類
1km走行当りCO2総排出量（１０・１５モード）

ＦＣＶ現状

ＦＣＶ将来

ガソリン

ガソリンHV

単位：ｇ-CO2/km
０ 50 100 150 200

Well to Wheel CO2排出量
出典：JHFC

ガソリンHV

ディーゼル

ディーゼルHV

ＣＮＧ

ＢＥＶ

FCV現状：「水素ステーション」「FCV」データはJHFC実証結果トップ値、
その他データは文献トップ値により算出

FCV将来：FCVの将来FCシステム効率60％と文献トップ値により算出

電力構成 ：日本の平均電源構成日本の平均電源構成 18



｢Well to Wheel｣計算結果まとめ

燃料電池車は、現行車に対し大きな効率改善のポテンシャルを有し、ガソリ

ンHV、ディーゼルHVより必要エネルギ、 CO2排出量ともに優る。

燃料電池車では、副生ガスの活用が必要エネルギ、CO2排出量とも他のエ

ネルギパスに比べ優っている。

 ディーゼルHVの必要エネルギ、 CO2排出量は、ガソリンHVより少ない。 ディーゼルHVの必要エネルギ、 CO2排出量は、ガソリンHVより少ない。

 ディーゼルHVの必要エネルギはFCVとほぼ同等で少ないが、FCVの競合

技術となるには、排出ガスの環境負荷が十分低くなり、PMや排気規制値を

クリアする必要がある。

 BEVは、必要エネルギ、 CO2排出量ともFCVより低いレベルにあるが、一

充電当たりの航続距離など車としての総合的な評価が必要である。
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３．プラグインハイブリッド車
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電動車両の基本構造例

BEV
電動機
発電機バッテリー

電
源

HEV
電動機
発電機

バッテリー

内燃
機関

燃料
タンク
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機関タンク

ﾌﾟﾗｸﾞｲﾝ
HEV

電動機
発電機

バッテリー

内燃
機関

燃料
タンク

電
源



車 名 プリウス 新型プリウス プラグインプリウス

写 真

全長×全幅×全高 4.310×1.695×1.490m 4.445×1.725×1.490m

車両重量 1,220kg 1,280kg 1,360kg

乗車人員 5名

電動機（電源電圧） 交流同期（２７４Ｖ） 交流同期（５００Ｖ）

新・旧及びプラグインプリウスの比較

電動機（電源電圧） 交流同期（２７４Ｖ） 交流同期（５００Ｖ）

電池種類（Ah/hr・V） ニッケル水素（6.5／3・7.2） 同左×２

総電圧 273.6V 201.6V 同左

電池積載個数（ｋWh) 3838個個 2828個個 (1.3kWh)(1.3kWh) 同左×２ (2.6kWh)(2.6kWh)

排気量 1,496cc

燃費 29km/L29km/L 35.5km/L35.5km/L ？？？？？？？？

ＥＶ走行距離
最高速度 160km/h －

ＥＶ走行航続距離13km
ＥＶ走行時最高速100km/h

燃料タンク 50L 45Ｌ ？

価格 218218万円万円 215215万円万円 －－
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100 リチウムイオンリチウムイオン

ＥＶ

高エネルギー化高エネルギー化

高出力化高出力化

ＨＥＶＨＥＶ

150

エネルギー密度
エネルギー密度

電池の性能

ＷＷh/kgh/kg
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0

50

ﾆｯｹﾙ水素ﾆｯｹﾙ水素

ニッカドニッカド

高出力化高出力化

出力密度出力密度 ＷＷ/kg/kg
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大型リチウムイオン電池の主要企業連関図

日産

トヨタ

トヨタ
（ヴィッツ）

リッセル
(三菱子会社)

三菱自工

（iMiEV）

ＬＧ

ＧＳ・ユアサ

慶応
（エリーカ）

合弁会社

ｵｰﾄﾓｰﾃｨﾌﾞ･

ｴﾅｼﾞｰ･ｻﾌﾟﾗｲ

ﾊﾟﾅｿﾆｯｸEVｴﾅｼﾞｰ

松下電器産業
松下電池

出資

供給

いすゞ 三菱ふそう
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ＮＥＣラミリオン

エナジー

ＮＥＣトーキン

ＨＹＵＮＤＡＩ

富士重工
（R1e）

電池
単体

日産
（ＦＣＶ）

ヤマハ
（バイク）

日立ビークルエ
ナジー

ＳＡＦＴ

ＧＭＤ／Ｃ

ＰＳＡ

2006.3
合弁解消

ｴﾅｼﾞｰ･ｻﾌﾟﾗｲ

ＮＥＣ

×
Ａ１２３

本資料は新聞情報・聞き取り情報等を踏まえて作成。
新会社設立等により供給元と供給先の関係が複雑になってきており，
本連関図には推定の部分があることに注意。



経済産業省「次世代自動車用電池の将来に向けた提言」

•研究開発戦略を①改良②先進③革新の３フェーズに分け、
本格的電気自動車用電池の開発の目標を明確化。

•研究開発戦略を①改良②先進③革新の３フェーズに分け、
本格的電気自動車用電池の開発の目標を明確化。
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「新世代自動車の基礎となる次世代電池技術に関する研究会 （通称：電池研究会）報告書」（2006.8）



４．まとめ
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次世代自動車・燃料の将来展望

水素シフト

電力シフト

バイオシフト

ディーゼルシフト

ＦＣＶ

ＨＥＶ ＰＨＶ

コミュータＢＥＶ
ＢＥＶ

ガソリン自動車 ： ガソリン バイオエタノール

ディーゼル自動車 ： 軽油 ＢＤＦ，ＧＴＬなど

排出ガス性能のより優れたディーゼルへ

ガ
ソ
リ
ン
自
動
車

次々世代ＦＣＶ

高性能ＨＥＶ
本格的ＢＥＶ

バイオ燃料

クリーンディーゼル車

ＩＴ化 ITを活用した交通流制御 渋滞のないクルマ社会

●運輸部門の石油依存度８０％
●エネルギー効率の３０％改善

成果を世界に展開
日本の技術で世界のＣＯ２を削減

経済産業省「次世代自動車・燃料イニシアティブ」(2007.1)から作成
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